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第６回 議員定数等調査特別委員会 会議録 

 

日 時  令和７年５月１４日（水曜日） 午後１時３０分～午後２時４０分 

場 所  臼杵庁舎２階 議員応接室 

 

出席委員の氏名 

委 員 長 梅田 德男   委  員 平川 幸司 

委   員 安東 鉄男   委  員 河野  巧   委  員 川辺  隆 

委  員 戸匹 映二   委  員 匹田  郁   委   員 吉岡  勲 

 

欠席委員の氏名 

  委  員 吉岡 勲 

 

オブザーバー 

 議  長 内藤 康弘   副議長 伊藤  淳 

 

説明のため出席した者の職氏名 

（ な し ） 

 

出席した事務局職員の職氏名 

  局長 林 昌英  書記 小嶋 佳希  主幹 原 伸行  副主幹 工藤 真里子 

 

傍聴者 

 （ な し ） 

 

会議に付した事件 

 １．意見交換会の実施内容について 

 ２．市民アンケートの実施内容について 

３．その他 

 

午後１時３０分 開議 

 

 

 

 



2 
 

協議事項 

１．意見交換会の実施内容について 

○ 委員長（梅田德男） 

 前回、調査内容は、①議員定数、②選挙公営制度、③政務活動費に絞ったうえで市民意見

を収集するための意見交換会の開催及び市民アンケートの実施について決定をした。本日

は意見交換会及び市民アンケートの具体的な実施内容について協議を行う。 

〇委員長（梅田德男）  

（配布資料の１．意見交換会の実施内容についてに基づき、協議事項１次第（１）～（７）

について説明） 

 ・内容について委員の意見を聞きたい。 

〇 委員（意見） 

 ・当日の議題の①議会活動について、ここの説明をあまり突っ込んだ内容で行うと、議員

定数の議論から外れてしまうのではないか。また最後の⑤その他議会全般についても

ここまでやる必要はあるのか？全体の時間が 1 時間半は長いのではないか。１時間ぐ

らいで押さえた方が良いのではないか。  

 ・アンケート質問２で「活発な」という言葉はいらないのではないか。活動をしているか、

していないかで良いのではないか。 

・質問２は理由を記述式で記載するようになっているので、細かい選択肢はいらないので

はないか。シンプルにした方が良い。理由が大事。 

 ・質問５に「その他」を加えた方が良い。 

 ・ＣＡＴＶで自治会理事会の人に配った資料を発信することは可能なのか 

 ・他の実例で意思形成過程の内容については、一般的に放送しない。今回のような意見交

換会を行っているという情報発信は良いと思う。 

 ・他の議員の傍聴は自治会連合会と協議すべき 

 

（ 協議結果 ） 

 ◎アンケート質問２は表現方法を再検討する。 

 ◎質問５に「その他」の選択肢を加え、記述もできるようにする。 

 ◎意見交換会開催日：令和７年６月２４日（火）１３：３０～１５：００ 全員協議会室 

  次第内容、進め方についても了承 

 ◎他の議員の傍聴を許可するかどうかは、自治会連合会と協議を行って判断する。 
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２．市民アンケートの実施内容について 

◎ 事務局（小嶋佳希） 

 （配布資料に基づき説明） 

○ 委員長（梅田德男） 

  他市の状況を踏まえて、実施方法、対象数、抽出方法、実施期間について意見を聞きた

い。 

〇 委員（意見） 

  ・アンケート実施の中で、意見交換会のようにどこまで情報を伝えたうえで回答しても

らうのか、やり方を考えた方が良い 

  ・紙とＷＥＢで併用して回答ができればよい。 

 

（ 協議結果 ） 

 ◎実施方法  郵送方式とインターネット方式（二次元コード）の併用。 

郵送方式でも回答は二次元コードで回答可能にする。 

インターネット方式では、市報、議会ホームページ、市の公式 LINE 活用 

 ◎実施対象数 ２，０００名 

 ◎抽出方法  年齢別、地域別でバランスよく抽出 

 ◎実施期間  Ｒ７．６月末～７月 

 

３．その他 

（１）今後のスケジュールについて 

 ○ 委員長（梅田德男） 

（配布資料に基づきスケジュールについて説明） 

 （委員の意見なし） 

（２）本特別委員会での方針決定及び議会報告後の検討事項 

 ○ 委員長（梅田德男） 

（配布資料に基づき説明） 

 （委員の意見なし） 

◎ 事務局 

・今回の協議内容、結果については同じ会派の議員に伝えてほしい旨を依頼。資料につい

ては特別委員会のフォルダに入れることを周知 

 〇委員（意見） 

 委員会の資料を情報共有してよいのか。意思形成過程の資料なのでわからない議員が

外向けに発信してしまう危険性がある。この委員会に限らずのことでもある。今後は意

思形成過程の資料は外向けに出さないようにわかりやすい表示が必要ではないか。 
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（ 協議結果 ） 

◎今後のスケジュール及び議会報告後の検討事項については、提案どおり了承。 

◎会議資料の情報共有について、現在は議会用タブレットから外に出せない仕様にして

いるが、今後出すようになることを想定して、当該資料の公表の可否について、わかり

やすい表示を検討していく。 

 

 

午後２時４０分 閉会 

 

臼杵市議会委員会条例第３０条第１項の規定を準用し、ここに記録を作成する。 

 

令和７年５月１４日 

 

議員定数等調査特別委員会 

委員長  梅田 德男 

 

 

 


